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目的： 

産後うつは、自殺を含め健康に負の影響がある。分娩方法の違いが産後うつに影響する可能性が示唆されているが大規模疫学

調査では検討されてこなかった。本研究では、分娩方法と、産後１か月・６か月における産後うつ状態との関連について検討する

ことを目的とした。 

 

方法： 

単胎生児を出産した 89,954 名の産婦を対象とし、分娩方法と産後うつ状態との関連について検討した。産後うつ状態は、エジン

バラ産後うつ質問票の得点 13 点以上（世界的に使用される基準）で評価した。出産時までの背景要因を調整した多変量ロジステ

ィック解析を行い、オッズ比及び 95%信頼区間を算出した。妊娠中抑うつのある群とない群に分類して解析した他、児の栄養法

（人工乳を使用したか）について更に調整した追加解析を実施した。 

 

結果： 

89,954 名の産婦のうち、産後１か月で 3.7%、産後 6 か月で 2.8%が産後うつ状態であった。自然分娩群と比較して、帝王切開群で

は産後１か月時点で産後うつ状態とわずかに関連があったが[多変量調整オッズ比 (95%信頼区間）：1.10 (1.00–1.21)]、産後 6 か

月では関連を認めなかった[1.01 ( 0.90–1.13)]。妊娠中に抑うつ状態のある群とない群に分類して解析すると、妊娠中抑うつ状態

ありの群で関連を認めた[1.15 (1.03–1.28) ]。児の栄養法について更に調整した解析において、これらの関連は認められなかっ

た。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本調査の結果では、帝王切開による出産が産後１か月時点の産後うつ状態とわずかに関連するが、産後 6 か月時点では関連し

ないこと、妊娠中抑うつ状態のある群とない群に分類すると、妊娠中抑うつ状態ありの群でのみ帝王切開と産後１か月時点の産

後うつ状態との関連が認められた。本研究の強みは、２つの時点の産後うつ状態評価を用いていることが挙げられる。本研究の

限界は、緊急帝王切開と選択的帝王切開を区別せずに解析している点、産後うつ状態や妊娠中の抑うつ状態が自己回答であり

医師の診断によるものでない点などが挙げられる。 

 

結論： 

帝王切開による出産と産後１か月時点の産後うつ状態がわずかに関連するが、産後６ヶ月時点まで遷延はしないことが示唆され

た。妊娠中に抑うつ状態があって帝王切開で出産した産婦は、少なくとも産後１ヶ月頃までは産後うつ状態のモニタリングを行うこ

との必要性が示唆された。 

 


